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　　　　 校長   清水　智子

２月号（No.468）

1 2 3 4 5 6

1 木 5 5 6 6 6 6 安全指導　社会科見学(４年)

2 金 5 5 5 5 6 6 委員会活動

3 土

4 日

5 月 4 4 4 4 5 4 校内研究授業（５年）

6 火 4 4 4 4 4 4

7 水 4 4 4 4 4 4 チャイルド班遊び(朝)

8 木 5 5 6 6 6 6

9 金 4 4 4 4 4 4

10 土

11 日 建国記念の日

12 月 振替え休日

13 火 5 6 6 6 6 6 あいさつ運動始め

14 水 4 4 5 5 5 5 読み聞かせ（１年、３年）

15 木 5 5 6 6 6 6 幼保小の交流(１年)

16 金 5 5 5 6 6 6 クラブ活動

17 土 3 3 3 3 3 3 土曜授業日　学校公開

18 日

19 月 5 5 5 6 6 6

20 火 5 6 6 6 6 6

21 水 4 4 5 5 5 5

22 木 4 5 4 5 5 4
あいさつ運動終わり
東京都算数教育研究会 研究発表会
(２、４、５年下校１４：４０頃)

23 金 天皇誕生日

24 土

25 日

26 月 5 5 5 6 6 6

27 火 5 6 6 6 6 6 声優によるキャリア教育

28 水 4 4 5 5 5 5

29 木 5 5 6 6 6 6

1 金 5 5 6 6 6 6
安全指導　６年生を送る会
委員会活動　交流給食

2 土

3 日

4 月 5 5 5 6 6 6

5 火 4 4 4 5 5 5
保護者会
(１、２、３年)１３：３０　(４、５、６年)１４：３０

6 水 4 4 4 4 4 4

7 木 5 5 6 6 6 6

３月(第１週目)の予定表

日 曜 ２月の予定表
授　業　時　数これからの谷端小学校の教育を考える

校長 清水 智子

旧暦二月の異称は木の芽月ですが、現代の二月はまだまだ厳し

い寒さが続きます。枯木立の並ぶ冬景色ではありますが、花芽を

膨らませている梅は、春を告げようと開花し始めています。

本年も一年間の谷端小学校の教育活動を振り返る学校評価を行

う二月となりました。子ども達を始め、保護者の皆様、地域の皆

様から寄せられた評価と重ね合わせながら価値のある次年度計画

へと転化できるようにする一連の評価・総括である学校評価は、

学校教育法に位置付けられた子どもが育っていく上で欠くことが

できない重要な取組です。

子ども達の状況からは、「家で読書している」についての肯定

的な評価が昨年度より10ポイント増えました。学校での読書活

動や読み聞かせ活動の充実、図書ボランティアの皆様方による読

書が愉しめる図書室の環境づくりが、子ども達の読書への意欲に

つながったと考えます。一方で、家庭学習を全くしない16％、

10分から30分までが32％と全校の約半数の子ども達が、家庭

学習を積極的に行っていない状況が分かりました。自分で課題を

見いだし自分で学びを進める力は、これからの時代に必要な力で

す。引き続き働きかけて参りたいと思います。

子ども達の「友達のよいところに気付き、協力して活動してい

る」については88％、保護者の「学校は、道徳教育に力を注ぎ、

思いやりの心や社会性を育てている」は95％、地域は100％の

肯定的な評価を頂きました。今年度の重点目標である「互いの知

恵を磨き合い、人のために尽くし、共に生きようとする豊かな心

を育もう」と取り組んできた成果と考えます。

人間としての真の喜びややりがい、生きがいは、多くの成功や

名声を手に入れる以上に、自らかけた何気ない一言や相手のため

に労を惜しむことなく尽くしたことが、結果として相手の幸せや

喜びに結びつくのではないでしょうか。そのことは、人間本来の

生き方に関わることと言えます。その意味で、学童期における集

団の中で育まれる人と人との関わりから体得する様々な出来事を

自らの成長に生かし、生きがいに結びつけるためには、自分が周

りの人のために、何ができるか、という積極的な視点を持つこと

が大切です。周りの人のために自分ができることを見いだし、そ

の実現のために自ら行動することが求められます。生涯にわたっ

て獲得する多くの能力や豊かな心は、それを自分以外に役立てた

いという生きがいにつながる「生きる力」の出発点であると考え

ます。 そのためにも、子ども達の一歩先を進む私たち大人は、

どのような社会状況にあっても自己実現のよきモデルとして身を

もって示していきたいと思います。

そのために私共は、今年度の指導を俯瞰して課題と向き合い、

真摯に受け止め改善しなければなりません。それは、互いを尊重

し合いながら向き合い続ける子どもと教師・職員の関係性を築く

礎であり、それによって谷端小学校のかがやく子どもが育ってい

くことと信じています。

http://www.city.kita.tokyo.jp/gakkoshien/kosodate/shogakko/gakkojoho/kuritsu/yabata/index.html

学校HPのQRコード

〒114-0023 東京都北区滝野川7－12－17 ☎０３（３９１６）１１５５

増築校舎の外壁の様子が、校舎や道路から見えるよう

にました。増築校舎の教室の内装も進み始めました。子

ども達は、新しい教室での来年度からの活動を想像しな

がら、毎日変わっていく工事の進捗状況を楽しみに見て

います。

「コンドル記念日本未来住宅賞」 表彰

入賞 ４年１組 K さん

第４２回「全国児童画コンクール」 表彰

優秀賞 ３年２組 K さん

入選 ４年１組 K さん

５年１組 Y さん

６年１組 S   さん




